神戸大学都市安全研究センター

＜調査参加者への支援情報＞ 
　各学会などで出されている2011年東北地方太平洋沖地震に関する調査ガイドラインなどを参考に、気をつけるべき点を以下にまとめました。

　使い方：調査に行く際には、参加者に各項目を徹底し、チェックする。

＜考慮すべき点＞

□市民感情に十分配慮する。
· 地域の交通事情、物資の流通状況等を適宜確する。

· 必ず旅行損害保険（天災特約付）に加入する。
· 一人での調査は、とくに夜間は避けること
＜調査参加者の安全確保＞

（余震からの安全）

□ 現地では、余震に十分注意する。
□ ヘルメットを携行し、必要時には早めに着用する。
（津波からの安全）

· ラジオを携行し，NHK FMまたはAM放送を受信できる状態で調査する。 
· 被災した全壊・半壊などの家屋には入らないこと．どうしても入らないといけない場合には緊急地震速報・津波警報を聞けるようにNHKラジオを受信しながら入ること．
·  15m程度の標高に常に逃げられるように避難路を確認する。
· 地震発生時は速やかに当地の津波速報やラジオ放送に注意すること、津波の心配がないと確認できるまでは，同行者などを探しに行ったりせず，各自の責任において海抜15M以上の高台にすみやかに移動すること．
　（健康面）

□ ある程度の医薬品を持参すること。

□ 被災地での二次災害を防ぐため、風邪や下痢症など体調を崩したときは現地に行かないこと。

□ 特別な事情がなければ、福島第一原発半径50km以内には進入しない。（注意1）

□ 発熱、外傷時などは持参医薬品で対応し，それで対応できない場合には可能な限り速やかに被災地域外の医療機関を受診すること。

□ 屋外では手袋、マスクの着用が奨励される。特殊なタイプの手袋、マスク（N95, N99など）は特に必要ない。

＜連絡体制の確保など＞

· 神戸大学の所属先担当者に日報を入れ、行動予定など所在を明らかにしておく。

□ 調査団員は、各自で傷害保険に加入するなどの手配をすることが望ましい。
□ 調査内容を現地で接触したマス･メディアに公開するときには、個人の立場で行う。

　

備考

· 都市安全研究センターの日報送付先： 
メールの場合　rcuss.survey@gmail.com　
電話の場合　追って連絡しますが，決定までは　078-803-6437（山崎さん，日中のみ）
一般的な注意です

【健康関係】

1．出発前に（過去10年間接種がなければ）破傷風トキソイドの予防接種を検討する。

2．麻疹、水痘、ムンプス（おたふくかぜ）、水痘の予防接種か抗体検査を検討する。

3．ある程度（注：必須医薬品を挙げてください）の医薬品を持参すること。

4．被災地での二次災害を防ぐため、風邪や下痢症など体調を崩したときは現地に行かないこと。

5．特別な事情がなければ、福島第一原発半径50km以内には進入しない。（注意1）

6．発熱、外傷時などは持参医薬品で対応し，それで対応できない場合には可能な限り速やかに被災地域外の医療機関を受診すること。

7．屋外では手袋、マスクの着用が奨励される。特殊なタイプの手袋、マスク（N95, N99など）は特に必要ない。

8．調査終了後、なんらかの症状、健康上の不安があれば、医療機関を受診すること。

【地震・津波関係】

1．まだM8程度の地震の発生可能性はある．必ずラジオなどの緊急地震速報・津波警報を受信できる状態にすること

2．被災した全壊・半壊などの家屋には入らないこと．どうしても入らないといけない場合には緊急地震速報・津波警報を聞けるようにNHKラジオを受信しながら入ること．

3．海抜15M程度の場所に15分でたどり着く方法を常に考えておくこと．

4．地震発生時は速やかに当地の津波速報やラジオ放送に注意すること、津波の心配がないと確認できるまでは，同行者などを探しに行ったりせず，各自の責任において海抜15M以上の高台にすみやかに移動すること．

【一般】

1．現状では各自で旅行保険（天災特約付き）に加入すること．

2．一人での調査は、とくに夜間は避けること

3．調査に行った場合には1日に1度，安全報告（別紙１）をする．

4．調査終了後には調査報告（別紙２）を提出する
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福島県およびその近隣で、原発50kmより離れたところであれば、短期間の調査が健康にことさらに影響を及ぼすという根拠は乏しい。調査終了後もヨード剤の内服を含め、特別な処置をとる必要はさしあたってない。また、販売禁止措置の取られていない野菜、魚介類については普通に食べてもさしつかえない。水道水についても同様。
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